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８） 白川 (2008) p348参照。
（図表３） 日本銀行のバランスシートの拡大Ⅰ８）
単位：億円，％
マネタリーベース 当座預金 銀 行 券 長期国債
２００１年＊（Ａ） ６６０，７９８ ４６，７９１ ５７２，３６５ ２４９，１９８
２００２年 ８３７，８７４ １４６，２７７ ６４９，３０４ ５０３，８５５
２００３年 ９４４，７３７ ２０２，２３５ ６９９，３９１ ５８３，５６６
２００４年 １，０８８，３５９ ３３０，７３１ ７１３，８７３ ６６５，７５０
２００５年 １，１０６，４５７ ３３１，０２５ ７３０，８１６ ６６５，８４１
２００６年（Ｂ） １，１１７，３４８ ３２６，１３７ ７４６，６１７ ６４５，６２２
（（Ｂ）－（Ａ）） （４５６，５５０） （２７９，３４６） （１７４，２５２） （３９６，４２４）
＜（Ｂ）／（Ａ）＞ ＜＋６９．１％＞ ＜７．０倍＞ ＜＋３０．４＞ ＜２．６倍＞
























































































































































マネタリーベース 当座預金 銀 行 券 長期国債
２００６年（解除前） １，１１７，３４８ ３２６，１３７ ７４６，６１７ ６４５，６２２
２００８年（Ａ） ８８７，５８６ ８３，０３３ ７５９，２７１ ４５２，１４９
２００９年 ９２５，８９２ １１９，０２７ ７６１，６７８ ４８４，５６５
２０１０年 ９８９，５８９ １７４，２９７ ７６９，６３７ ５７１，９１８
２０１１年 １，１２２，４４５ ２８５，５４７ ７９１，８７３ ６２１，３００
２０１２年（Ｂ） １，２２５，７００ ３６９，８４１ ８１０，６８２ ６７２，３００
（（Ｂ）－（Ａ）） （３３８，１１４） （２８６，８０８） （５１，４１１） （２２０，１５１）


























１２） 各国中央銀行 HP および総務省統計局 HP より計算。
１３） 例えば，バーナンキ議長を含む FRB 幹部は日本を引き合いに理論・実証両面から分析を
行い，結論として早い時期から積極的な金利緩和政策を採った。
（図表６）２つの時期の両政策比較
時 期 ゼロ金利 量的緩和 オペ長期化 時間軸 信用緩和 株買入
２００１年～２００６年 ○ ○ ○ ○ △ △

































































































































































































































１９） Bernanke and Reinhart (2004) 参照。
中期当座預金の増加


























２０） Eggertsson and Woodford (2003) 参照。













































































は Woodford (2005) が詳しい。
































































































かについては，検出されないか (Kimura et al.)，ゼロ金利でない時期に比べて小




























































































































































































































３２） 北坂真一 (2013) 参照。
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